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研究成果の概要（和文）：　歯周治療に必要な歯石除去（SRP）の際には、細菌が血液中に一過性に入る「菌血症」が
起きる。これが、歯周病が全身疾患に影響する原因の一つとして考えられている。本研究は，Er: YAGレーザーと従来
の手用スケーラーによる臨床治癒効果および菌血症の発生頻度を比較検討することを目的とした。
　その結果、Er: YAGレーザーによるSRPは従来の手用スケーラーによる方法と比較し，同等の臨床的効果が期待できる
ことが、確認された。一方、処置中の菌血症の発症頻度は、従来法では80%、Er: YAG laserによるSRPでは0%であり、
レーザーでの歯石除去が、菌血症予防に有効なことが初めて示唆された。

研究成果の概要（英文）： Transient bacteremia has been reported in clinical trials for periodontitis 
including SRP. The problem is taht in the case of compromised host, transient bacteremia could cause a 
variety of other distant site infection systemically. The aims of this study were to comfirm the 
efficacies of SRP with Er: YAG laser by clinical and microbiologic evaluations, and to evaluate whether 
Er: YAG laser could be a prophylactic methods against transient bacteremia during SRP.
 The incidence of bacteremia during SRP was 0% in the Er: YAG laser group and 80% in the hand instrument 
group, which was significantly different. In addition, the clinical improvements and the reductions of 
the subgingival bacteria after SRP were comparable between the two groups. The present study demonstrated 
that SRP with Er: YAG laser could not only be an alternative treatment for improvement of clinical and 
microorganisms situations but also a novel prophylactic method against transient bacteremia.

研究分野： 歯周病
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１．研究開始当初の背景 
 
歯周炎と全身疾患を関連付ける因子とし

て、歯周組織局所で産生された炎症性サイト

カインや一過性の菌血症が考えられている。

一過性の菌血症は、ブラッシングなどの日常

行動やSRPなど歯周治療の際にも起きるとさ

れているが、健常者の場合、問題とならない。

しかし、心疾患や易感染性患者などハイリス

ク患者の場合、感染性心内膜炎（Infective 

Endocarditis: IE）など重篤な合併症を起こす

可能性があり問題となる。申請者らは、これ

までハンドスケーラーによるSRP時の菌血症

発生頻度と洗口剤、抗菌薬による予防法の有

効性について解析してきた（Morozumi et al. J 

Periodontol. 2010）。しかし、その予防効果も

決して十分とは言えず、抗菌薬の長期投与に

よる耐性菌、菌交代現象など副作用の問題も

あった。 

一方、Er: YAG レーザーは炎症の軽減、治

癒、再生に有利に作用し、歯周治療に広く応

用が可能で、従来のハンドスケーラーと同等

の臨床的効果があることが、これまで報告さ

れている（Schwarz F, et al. J Clin Periodontol. 

2008 ほか）。しかしこれまで、Er: YAG の殺

菌効果に着目した臨床研究はなく、申請者ら

はここに着目し、予備実験の結果から、菌血

症発生を予防できる可能性が示唆された。以

上から、歯周病の focal infection 予防戦略を炎

症マーカーとしての IL-6 および、菌血症発生

頻度を通して、従来の治療法と Er: YAG レー

ザーを比較解析する着想に至った。 
 
２．研究の目的 
 
(1) Er: YAG レーザーの有効性を局所（歯肉 

溝 滲 出 液 =GCF ） 、 末 梢 血 中 の

IL-6component（IL-6、IL-6 可溶型受容体= 

sIL-6R, sgp130) 変動を介して検索し、生

化学的に検証する。 

(2)Er: YAG レーザーの有効性を菌血症発 

生頻度を介して、検証する。 

３．研究の方法 
 
【対象】新潟大学医歯学総合病院・歯周病診 

療室を受診し、インフォームドコンセント

の得られた以下基準を満たす 20 名（レー

ザー群：10 名、ハンド群：10 名）の 1/4 口

腔を対象とした。ベースライン時に歯周ポ

ケット内細菌検査，臨床パラメーター評価

と採血を行った。各群とも局所浸潤麻酔下

にて，対照群は手用スケーラー（Gracey 

curette, original standard, Hu-Friedy），レーザ

ー群は Er: YAG レーザー（Erwin AdvErl®, 

モリタ社，PS600T チップ、パネル設定

=100mJ, 10pps）各々単独にて SRP を行った。

また，SRP 開始 6 分後に採血し，菌血症発

生頻度について調べた。1 ヵ月後，再び歯

周ポケット内細菌検査および臨床パラメ

ーター再評価を行なった。 

(1)残存歯 20 歯以上有する中等度～重度の 

広汎型慢性歯周炎患者 

(2)SRP 対象部位は歯周組織検査により最も

状態が悪いとみなされる 1/4 口腔 

（Pd＝5mm 以上の部位が 1/4 口腔に少なく

とも３歯以上あること） 

(3)PC が確立されており、歯肉縁上スケーリ 

ングが終了していること 

(4)重篤な全身疾患がないこと、妊娠してい 

ないこと 

(5)３ヵ月以内に抗菌薬を内服していないこ 

  と 

＊歯周炎の診断基準：European Federation of  

Periodontology (Tonetti and Claffey, 2005). 

＊検査項目とサンプル採取、評価方法の詳細

については、以下に記す。 

 

【検査項目】 

(1)歯周組織検査： 

Plaque Index (PlI), Gingival Index (GI), PPD, 

CAL, bop, Mobility, Dental X-P 

 

(2)歯肉縁下細菌検査： 



①検体採取法 

唾液の混入が比較的起きにくい、上顎前歯

～小臼歯を基本とし、選択した 1/4 口腔内の

うち最も重度の部位 2 ヶ所を対象とした。

縁上プラーク除去後、簡易防湿下にて、ポ

ケット内に paper point を 10 秒挿入ｘ ２本

挿入し採取した。 

②細菌検査項目 

＜歯周病関連細菌＞ 

総 菌 数 ， Porphyromonas gingivalis, 

Tannerella forsythia, Treponema denticola, 

Prevotella intermedia, Fusobacterium 

nucleatum 

＜好気性菌＞ 

・Streptococcus（総菌数, S.mutans,  

S.sobrinus） 

・乳酸桿菌 

 

(3)菌血症発症頻度（末梢血中血液培養検査： 

BACTEC システム） 

術前、SRP開始 6分後(Morozumi, et al. 2010)

の 2 ポイントにて上腕より抹消静脈血を各

16ml 採血し、2 種類のレズンボトル（BD 

Bactec Plus92F 好気用/93F 嫌気用）に 8ml

ずつ接種、菌血症の発生率・を解析した（抜

歯での研究：Tomas, et al.2007, Lockhart, et 

al. 2004）。接種されたレズンボトルは全自

動血液培養検査（Bactec 9240®）により 7

日間培養した。陽性シグナルを示した検体

をグラム染色し、各々最適な培地にて継代

培養し、14 日間に渡り発育を観察し、その

後 、 生 化 学 的 検 査 （ RapID™ ANAII, 

VITEK®2 system）により菌種を同定した。 
 
４．研究成果 

予備実験にて、対象者数名にて GCF 中 IL-6

解析を試みたが、殆ど検出限界以下であり、

統計学的解析は不可能と判断した。また、

血清 Il-6 解析のためには、採血量が多くな

ってしまい、対象者への負担が大きいと判

断し、IL-6 解析は行わないこととし、計画

を一部変更した。 

（１）Baseline時の臨床パラメーターは2群間

で有意差はなく、（Mann-Whitney U 

test)、各々の群で、治療後は術前に比

較しPPD, CALが有意に減少した

(Wilcoxon signed-ranks test)。術後の

BOP陽性率はレーザー群でのみ、術前

に比較して、有意に減少した (P<0.05)。 

（２）ﾚｰｻﾞｰ群では、術後にP. intermediaが有

意に減少した(Wilcoxon signed-ranks 

test ,P=0.02)。また、総細菌数、P. 

gingivalis, T. forsythia and T. denticola 

は術後に減少傾向が認められた

（P<0.1）。一方、ハンド群では、術後

P. gingivalis は有意に減少し(P = 

0.046)、総細菌数は減少傾向が認めら

れた(P = 0.06)。F. nucleatumは2群とも、

術前後で変化が認められなかった。 

（３）術前後の各細菌の減少量は2群間で有

意差は認められなかった。 

（４）菌血症発生頻度は、術前はハンド群、

レーザー群ともに0％であった。一方、

SRP術中の菌血症頻度はハンド群80%

に対し、レーザー群は0%であり、2群

間で有意差が認められた(2/Fisher’s 

exact tests, P=0.0003)。 

（５）ハンド群において、検出された主な細

菌は、Streptococusであった。 
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